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１ 人口構成及び高齢化の現状 

（１）人口の推移 

本市の人口は、令和 5(2023)年 9 月末現在 347,244 人で、近年は緩やかに減少しています。

人口構成をみると、年少人口、生産年齢人口、高齢者人口ともに減少しています。 

また、総人口に占める高齢者人口の割合は、年々上昇しており、令和5(2023)年度には29.3％

となっています。 

(単位：人) 

 
 

住民基本台帳（各年 9 月末現在） 

（平成 23(2011)年は住民基本台帳人口及び外国人登録人口） 
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【人口の推移】
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（２）高齢者人口と高齢化率 

高齢者人口は 10万人を超える水準で年々増加していましたが、令和 2(2020)年以降に減少

傾向へ転じています。高齢化率は令和 5(2023)年 9 月末現在で 29.3％と高止まりしています

が、特に 75 歳以上の後期高齢者数が増加し続けており、高齢者人口に占める後期高齢者割

合は 59.8％となっています。 

これは、全国 29.1％(総務省人口推計令和 5(2023)年 9 月 1 日現在)、大阪府 27.1％(令和

5(2023)年 9 月 1日現在)と比較しても高い水準です。 

(単位：人、％) 

 
住民基本台帳（各年 9 月末現在） 

（平成 23(2011)年は住民基本台帳人口及び外国人登録人口） 

 

 

【高齢者人口の内訳】 

（単位：人） 

  
平成 23 年 平成 26 年 平成 29 年 令和 2年 令和 5年 

（2011 年） （2014 年） （2017 年） （2020 年） （2023 年） 

高齢者人口 
83,570 94,739 100,766 102,658 101,892 

（65 歳以上） 

  65～74 歳 47,745 53,472 51,553 47,205 40,976 

  75 歳以上 35,825 41,267 49,213 55,453 60,916 

  
高齢者人口に占める

後期高齢者割合 
42.9% 43.6% 48.8% 54.0% 59.8% 

住民基本台帳（各年 9 月末現在） 

（平成 23(2011）年は住民基本台帳人口及び外国人登録人口） 
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（３）高齢者世帯の状況 

高齢者のいる世帯は一貫して増加しており、なかでもひとり暮らし世帯や夫婦のみの世帯

など、高齢者のみの世帯が特に増加しています。令和 2(2020)年現在で、高齢者のいる世帯

に対するひとり暮らし世帯の割合は30.0％、高齢者夫婦のみの世帯の割合は34.3％であり、

高齢者のいる世帯の 6割以上が高齢者のみの世帯となっています。 

 

 
国勢調査（各年 10 月 1 日現在） 

（％） 
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２ 要介護等認定者の状況 

（１）要介護等認定者数 

要介護等認定者数は、年々増加し、令和 5(2023)年 9 月末現在 20,944 人となっています。

要介護度別の構成比をみると要支援 1・2及び要介護 1の占める割合が高く、令和 5(2023)年

9 月末現在で約 6割となっています。 

 

介護保険事業状況報告（各年度 9 月末現在） 
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（２）年齢別要介護等認定者数と認定率 

年齢別要介護等認定者数と認定率について、80歳以上になると要介護等認定者数が増加し、

認定率も高くなります。 

 

高槻市資料（令和 5(2023)年 9 月末現在）
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３ 日常生活圏域別の高齢者の現状 

日常生活圏域別に比較すると高齢化率は高槻南圏域、認定率は高槻東圏域が高くなってい

ます。 

 

 高槻北圏域 高槻東圏域 高槻南圏域 高槻西圏域 

人口 92,510 人 113,129 人 79,791 人 61,814 人 

65 歳以上人口 27,293 人 31,801 人 26,074 人 16,724 人 

高齢化率 29.5％ 28.1％ 32.7％ 27.1％ 

認定率 18.8％ 20.6％ 20.4％ 18.0％ 

住民基本台帳（令和 5(2023)年 9 月末現在） 

※認定率＝第 1 号被保険者の要支援認定者数・要介護認定者数／第 1 号被保険者数 

 

高齢者人口のうち、80 歳以上人口割合が 35％以上である地域と認定率が 20％以上の地域

とを調べたところ、下図のように高齢化は進展し、認定率の分布は、特に鉄道の駅周辺を中

心に広がっていることがわかりました。 

 

高齢者人口のうち 

80 歳以上割合が 35％以上の地域         認定率が 20％以上の地域 
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４ 将来推計 

（１）人口の推計 

本市の将来人口の推計では、令和 6(2024)年度から令和 8(2026)年度まで人口は緩やかに

減少し、令和 22(2040)年度までには大幅に減少することが予測されます。 

 

 

・令和 5(2023)年度は住民基本台帳（9 月末現在） 

・令和 6(2024）年度から令和 8（2026）年度「高槻市の将来人口」 

・令和 22(2040)年度は国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口(平成 30(2018)年推計）」 



第３章 高齢者を取り巻く現状 

- 19 - 

（２）高齢者人口の推計 

高齢者人口の推計では、令和 6(2024)年度から令和 8(2026)年度まで高齢化率は上昇し、

65 歳～74 歳までの前期高齢者数が減少し、75 歳以上の後期高齢者数が増加することが予測

されます。 

また、いわゆる団塊ジュニア世代がすべて 65 歳以上となる令和 22(2040)年度には、前期

高齢者数が増加し、高齢化率は 36.9％まで大幅に上昇する見込みです。 

 

 

・令和 5（2023）年度は住民基本台帳（9 月末現在） 

・令和 6（2024）年度から令和 8(2026)年度は「高槻市の将来人口」 

・令和 22(2040)年度は国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口(平成 30(2018)年推計）」 
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５ アンケート調査からみた現状 

（１）在宅介護実態調査（資料：「在宅介護実態調査」,令和 5（2023）年 2月より抜粋） 

①本人の状況 

（ア）本人の状況 

824 人の回答者のうち前回調査と同様に女性の方が多く、年齢別にみると 75 歳以上の方が

9 割となっています。現在抱えている傷病は筋骨格系疾患(骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等)

が最も多く、続いて心疾患や眼科・耳鼻科疾患(視覚・聴覚障がいを伴うもの)、認知症が多

い結果となりました。 

【性別】 

 

【年齢】 

 

【世帯】 

 
 

 

 

 

 

41.1

35.7

58.9

64.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=824)

前回調査(n=931)

男性 女性 無回答

 

10.7

28.0

25.2

45.6

40.7

1.7

2.0

3.0

4.3

5.3 16.3

16.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=824)

前回調査(n=931)

64歳まで 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

 

32.9 4.4

29.4

30.1

37.1 30.6

32.7

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=824)

前回調査(n=931)

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答
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【要介護度】 

 
 

（イ）現在抱えている傷病[上位 10 項目]  

 
 

②介護をしている家族や親族の状況 

（ア）主な介護者の状況 

主な介護者の年齢割合は 70 歳以上が 42％と前回調査よりもやや増加しました。主な介護

者の勤務形態は働いていない割合が最も多く 49.4％ですが、前回調査よりフルタイムで働い

ている人がやや増加しました。また、家族や親族による介護の状況もほぼ毎日が前回調査よ

りも減少しています。主な介護の内容は、家事(掃除、洗濯、買い物等)や外出の付き添い、

送迎等・食事の準備(調理等)・金銭管理や生活面に必要な諸手続きでした。 

 

 

 

 

10.4

13.5

5.5

4.8 3.4

37.8

33.5 21.6

19.3 18.3

14.2 8.9

3.7 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=805)

前回調査(n=931)

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

 

22.5

22.3

15.9

12.9

10.3

5.5

28.6

23.7

27.3

23.5

17.0

17.7

13.5

12.6

7.0

4.1

7.5

10.0

22.8

22.7

0 10 20 30 40

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）

心疾患（心臓病）

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）

認知症

糖尿病

変形性関節疾患

脳血管疾患（脳卒中）

呼吸器疾患

悪性新生物（がん）

膠原病（関節リウマチ含む）

(%)

今回調査(n=824)

前回調査(n=931)
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【続柄】 

 

【性別】 

 

【年齢】 

 
 

（イ）主な介護者の勤務形態 

 
 

 

4.8

2.0

1.4

1.6

4.4

51.5

36.4

6.2

1.8

0.5

2.6

1.1

44.9

40.9

0 10 20 30 40 50 60

子

配偶者

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

その他

無回答

(%)

今回調査(n=563)

前回調査(n=649)

 

33.2

33.9

61.3

64.3

5.5

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=563)

前回調査(n=649)

男性 女性 無回答

 

6.3

21.3

26.2

25.2

26.7

18.7 23.3

0.8

1.8
5.7

23.4 15.4

0.2

0.2

1.1

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=563)

前回調査(n=649)

40歳未満 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 わからない 無回答

 

16.3

18.9

16.5

16.5

58.1

49.4
0.4

3.2 5.9

14.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=545)

前回調査(n=649)

フルタイムで働いている パートタイムで働いている 働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない 無回答
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（ウ）家族や親族による介護の状況 

【頻度】 

 

【内容】[上位10項目] 

 

 

8.6

8.6

31.234.2

42.0 4.6

5.3 12.5

14.5 30.3

8.3

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=818)

前回調査(n=931)

ほぼ毎日 週３～４日 週１～２日 週１日以下 ない 無回答

 

63.4

60.2

37.5

25.0

22.4

16.0

81.8

71.0

67.5

66.7

45.8

33.3

27.9

24.8

25.1

24.7

65.7

74.2

21.1

17.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

外出の付き添い、送迎等

食事の準備（調理等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

服薬

衣服の着脱

認知症状への対応

入浴・洗身

屋内の移乗・移動

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

(%)

今回調査(n=563)

前回調査(n=649)
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（エ）主な介護者が不安に感じること（複数回答・3つまで） 

「外出の付き添い、送迎等」が最も多く、次いで「認知症状への対応」となっています。 

 

 

23.8

23.5

17.9

16.2

15.7

9.9

36.2

33.7

26.2

28.0

27.9

18.0

27.0

20.5

13.1

12.0

11.4

13.9

35.2

26.4

0 10 20 30 40

外出の付き添い、送迎等

認知症状への対応

夜間の排泄

入浴・洗身

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

日中の排泄

食事の準備（調理等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

屋内の移乗・移動

服薬

(%)

今回調査(n=554)

前回調査(n=649)
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③利用している介護保険サービス以外の支援・サービス（複数回答） 

利用している介護保険サービス以外の支援・サービスについて、配食を利用している方が

最も多く、次いで掃除・洗濯となっています。 

 
 

④今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（複数回答） 

今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス(現在利用しているが、更なる充実が

必要と感じる支援・サービスを含む)について、「移送サービス(介護・福祉タクシー等)」が

最も多く、次いで「外出同行(通院、買い物など)」となっています。 

 

 

8.4

7.4

7.3

52.2

11.2

12.5

10.2

8.1

13.4

49.0

10.4

9.7

10.7

13.6

0 10 20 30 40 50

配食

掃除・洗濯

外出同行（通院、買い物など）

ゴミ出し

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

（中略）

利用していない

無回答

(%)

今回調査(n=824)

前回調査(n=931)

 

27.1

23.5

20.0

16.3

15.2

14.4

14.1

21.8

14.9

29.1

23.2

19.5

15.8

14.7

13.3

13.6

23.5

11.8

0 10 20 30 40 50

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

外出同行（通院、買い物など）

掃除・洗濯

配食

買い物（宅配は含まない）

見守り、声かけ

ゴミ出し

（中略）

特になし

無回答

(%)

今回調査(n=824)

前回調査(n=931)
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（２）介護保険・高齢者福祉に関するアンケート調査 

（資料：「介護保険・高齢者福祉に関するアンケート調査」,令和 5（2023）年 5月より抜粋） 

①生活の状況 

1,093 人の回答者のうち性別での差はなく、年齢別にみると 75 歳以上の方が半数を超えて

います。また、夫婦 2人暮らし(配偶者 65 歳以上)の割合が最も高くなっています。 

【性別】 

 

【年齢】 

 

【世帯】 

 

【日常生活圏域】 

 

 

49.3

50.3

49.3

48.3

1.4

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

前回調査(n=1,299)

男性 女性 無回答

 

41.3

40.6

46.1

46.7

10.9

10.9

1.7

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

前回調査(n=1,299)

65～74歳 75～84歳 85歳以上 無回答

 

22.0

31.9

16.9

49.2

49.8

51.0

42.0

14.0

13.1

14.9

13.4

15.1

12.4

14.7

10.9

10.1

12.7

14.1

19.3

50.4

8.1

3.9

0.4

3.8

0.2

2.5

0.9

1.1

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

65～74歳(n=504)

75～84歳(n=451)

85歳以上(n=119)

前回調査(n=1,299)

1人暮らし 夫婦2人暮らし(配偶者65歳以上) 夫婦2人暮らし(配偶者64歳以下) 息子・娘との2世帯 その他 無回答

 

24.0

24.6

24.4

24.3

28.0

24.9

23.6

26.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

前回調査(n=1,299)

高槻北圏域 高槻東圏域 高槻南圏域 高槻西圏域



第３章 高齢者を取り巻く現状 

- 27 - 

②疾病や健康状態 

現在治療中の病気は、前回調査と同様に高血圧が最も多いです。 

また、健康について不安に感じていることは、主に運動不足と歯の健康で、どちらも前回

調査と同じ項目になっています。 

（ア）現在治療中、又は後遺症のある病気（複数回答）※上位 10項目 

 
 

（イ）健康について、不安に感じていること（複数回答） 

 

 

  

 

16.8

14.1

12.4

11.4

7.6

5.8

43.4

21.1

16.0

13.4

11.9

12.7

9.6

6.2

7.8

8.1

18.4

41.8

7.4

6.5

0 10 20 30 40

高血圧

目の病気

高脂血症（脂質異常）

糖尿病

心臓病

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

腎臓・前立腺の病気

耳の病気

胃腸・肝臓・胆のうの病気

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

(%)

今回調査(n=1,093)

前回調査(n=1,299)

 

20.5

17.3

12.7

3.2

37.1

27.6

15.7

12.8

2.7

29.5

31.6

0 10 20 30

運動不足

歯の健康

認知症

聞こえの問題

食生活・栄養

うつ病・閉じこもり

(%)

今回調査(n=1,093)

前回調査(n=1,299)
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③転倒と外出 

過去 1 年間に転倒経験が 1 度以上ある方は約 27％でした。また、転倒に対する不安が大き

いかどうかについては、「とても不安である」が 13.2％、「やや不安である」が 37.4％と前回調

査よりやや高くなっています。 

外出の頻度は、年齢が高齢になるほどほとんど外出しない方の割合が多い状況でした。外出

の目的は、買い物が最も多い状況でした。 

（ア）過去 1年間の転倒経験 

 
 

（イ）転倒に対する不安 

 
 

（ウ）外出の頻度 

 
 

 

8.2

16.0

7.8

18.8

13.9

22.2

26.9 55.5

7.8

5.4

20.6 70.7

69.2

72.3

80.0

0.9

1.7

0.4

0.8

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

65～74歳(n=504)

75～84歳(n=451)

85歳以上(n=119)

前回調査(n=1,299)

何度もある １度ある ない 無回答

 

14.4

26.1

12.8

37.4

31.3

40.8

49.6 15.1

22.3

27.2

20.6

9.2

22.1

13.2

9.1

33.7 30.5

23.5

26.1

31.5

0.9

0.7

0.8

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

65～74歳(n=504)

75～84歳(n=451)

85歳以上(n=119)

前回調査(n=1,299)

とても不安である やや不安である あまり不安でない 不安でない 無回答

 

4.9

10.9

5.4

10.2

5.4

12.6

20.2

40.2

49.6

35.9

17.6

40.0

2.8

4.7

7.7

41.7

44.0

45.9

45.4

50.4

0.6

0.8

0.7

1.5

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

65～74歳(n=504)

75～84歳(n=451)

85歳以上(n=119)

前回調査(n=1,299)

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回 週５回以上 無回答
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（オ）外出の目的（複数回答） 

 
 

 

④社会参加と生きがい活動 

約 80％の方が趣味や生きがいがある状況でした。グループ活動の参加で最も多いのは趣味

関係のグループでした。地域住民の有志による地域づくりへの参加意向は前回調査よりやや

高くなっています。 

 

（ア）趣味について 

 

 

  

 

45.7

35.1

35.1

34.7

26.8

13.6

12.2

7.4

8.3

0.9

79.6

51.0

50.3

39.6

37.6

36.1

27.3

23.4

14.8

13.8

14.0

6.9

9.4

1.3

15.1

22.4

81.5

53.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

買い物

通院

ウォーキング（散歩含む）

理美容室

銀行

趣味・娯楽

食事

家族や友人に会いに行く

通勤

旅行

スポーツクラブ

ボランティア活動

その他

無回答

(%)

今回調査(n=1,093)

前回調査(n=1,299)

 

76.1

73.9

81.4

20.7

20.4

21.5

17.6 8.4

76.8

78.2

17.6 1.0

2.4

2.6

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

65～74歳(n=504)

75～84歳(n=451)

85歳以上(n=119)

前回調査(n=1,299)

ある ない、思いつかない 無回答
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（イ）生きがいについて 

 

 

（ウ）グループ等の活動への参加頻度 

 
 

  

 

78.9

80.7

82.5

19.1

19.8

19.5

14.3 5.0

79.1

79.2

15.7 1.8

1.6

1.7

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

65～74歳(n=504)

75～84歳(n=451)

85歳以上(n=119)

前回調査(n=1,299)

ある ない、思いつかない 無回答

 

23.8

21.8

12.0

8.9

7.2

58.0

16.4

18.6

20.7

20.2

21.0

22.2

8.2

20.9

7.43.9

7.0

31.2

24.3

84.7

72.0

67.0

88.7

68.8

55.5

52.4

57.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

趣味関係のグループ

スポーツ関係のグループやクラブ

町内会・自治会

収入のある仕事

ボランティアのグループ

学習・教養サークル

老人クラブ

ますます元気体操/もてもて筋力
アップ体操のグループ

すこやかテラス（老人福祉センター）

今回調査(n=1,093)

参加している 参加していない 無回答
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（エ）地域住民の有志による地域づくりへの参加意向 

 
 

（オ）地域住民の有志による地域づくり運営への参加意向 

 
 

 

5.6

4.6

3.8

5.9

48.7

46.8

51.2

51.8 39.1

3.8

4.2

5.0

5.1

4.8

5.2

5.8

10.1

7.75.5

4.5

3.2

47.2

50.1

32.8

34.6

36.6

47.1

35.1

38.9

42.5

1.8

3.0

2.8

2.8

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

男性(n=539)

女性(n=539)

65～74歳(n=504)

75～84歳(n=451)

85歳以上(n=119)

前回調査(n=1,299)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

 

27.5

28.9

26.3

30.0 64.9

6.3

4.6

7.8

3.2

7.8

11.8

7.8

1.7

2.0

1.2

1.7

1.5

1.6

1.5

28.1

27.5

17.6

59.7

59.4

66.4

62.5

62.5

62.5

3.0

3.3

2.5

0.8

1.7

2.4

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

男性(n=539)

女性(n=539)

65～74歳(n=504)

75～84歳(n=451)

85歳以上(n=119)

前回調査(n=1,299)

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答
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⑤地域での支え合い 

日常生活で困っていることとして家の修繕が 38.6％と最も多く、続いて掃除、インターネ

ット等での調べものでした。インターネット等での調べものについては前回調査から大きく

減少しています。また、隣・近所などまわりの人に対してのお手伝いは現在している方が一

定数おられ、機会があればやってもよいとする方と合わせると「声かけ・見守り」は半数を

越えていました。 

 

（ア）日常生活で困っていること※内容については上位 10項目（複数回答） 

 

 
 

  

 

22.4

14.1

24.2

41.2

70.1

72.0

69.0

80.2 5.8

11.6

21.6

20.6

66.1

66.3

48.7

22.2

9.5

10.1

8.5

8.3

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

男性(n=539)

女性(n=539)

65～74歳(n=504)

75～84歳(n=451)

85歳以上(n=119)

前回調査(n=1,299)

はい いいえ 無回答

 

25.8

24.2

21.6

20.3

16.1

11.9

35.8

22.5

32.5

23.8

21.2

14.6

16.6

7.9

11.3

13.9

26.7

38.6

14.8

14.0

0 10 20 30 40

家の修繕

掃除

インターネット等での調べもの

部屋の模様替え

食事の準備・調理

買い物

通院

つめきり

外出

ごみだし

(%)

今回調査(n=236)

前回調査(n=151)
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（イ）お手伝いの必要性 

 
 

（ウ）隣・近所などまわりの人に対してのお手伝いについて 

 
 

  

 

今回調査(n=1,093)

0.7 0.5

3.7

5.9 4.0
4.8 3.4

3.8 3.0 2.7
2.0 1.2

0.70.9
1.92.7

0.61.1

7.0

2.0

10.7

7.9
6.7

5.5 5.3
4.3 3.9 3.8

2.6
1.9

0

5

10

15

家
の
修
繕

部
屋
の
模
様
替
え

自
動
車
送
迎

調
べ
も
の

掃
除

通
院
付
き
添
い

買
い
物

食
事
の
準
備
・
調
理

ご
み
出
し

つ
め
き
り

(%)
家族、友人等に手伝ってもらいたい

有償でもサービスを利用したい

 

2.86.2
10.2

3.9
7.811.014.215.1 9.810.612.4

11.3

21.2

33.3
34.4

39.4

9.2 9.8
3.44.4

27.7
19.9

8.919.3

17.5

44.3

48.6

54.5

29.029.7

19.1

36.9

23.2

15.2
13.2

15.0

0

10

20

30

40

50

60

家
の
修
繕

部
屋
の
模
様
替
え

自
動
車
送
迎

食
事
の
準
備
・
調
理

つ
め
き
り

通
院
付
き
添
い

調
べ
も
の

掃
除

買
い
物

相
談
・
話
し
相
手

ご
み
出
し

声
か
け
・
見
守
り

今回調査(n=1,093)

(%)

機会があればやってもよい

現在している
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⑥インターネット等の利用状況について 

インターネットの利用目的では、情報検索が 52％、電子メールが 46.5％、ホームページ・

ブログ・SNSの閲覧・書き込みが 33.7％となりました。また、利用しているSNSについては、

LINEが 88％、YouTubeが 49.2％となっています。 

 

（ア）インターネットの利用目的（複数回答） 

 

 

（イ）利用している SNS（複数回答） 

 

 

  

 

33.7

25.3

23.3

10.4

6.5

5.7

46.5

52.0

28.8

3.2

0 10 20 30 40 50

情報検索

電子メール

ホームページ・ブログ・ＳＮＳの閲覧、書き込み

商品・サービスの購入・取引

通話アプリ・テレビ電話の利用

行政手続き

オンラインゲーム

利用していない

その他

無回答

(%)

今回調査(n=1,093)

 

13.9

12.2

9.0

2.7

3.5

49.2

88.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

LINE

YouTube

フェイスブック

インスタグラム

Twitter

その他

無回答

(%)

今回調査(n=368)
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⑦認知症について 

認知症サポーターを既に受講したことがあるとする方は前回調査よりも減少していました。

認知症の人が地域で生活するために必要なものとして家族の介護が最も多く、次に病気につ

いての理解となっています。 

 

（ア）認知症サポーターの認知度 

 

（イ）認知症の人が地域で生活するために必要なもの※上位 8項目（複数回答、3つまで） 

 

 

10.7

11.3

65.0

59.4

4.6

8.3

4.4

5.2

15.4

15.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(n=1,093)

前回調査(n=1,299)

すでに受講したことがある 知っているが、受講したことはない

聞いたことはあるが、よく知らない 知らない

無回答

 

42.1

36.0

33.2

31.4

12.7

7.5

51.5

41.6

41.3

35.3

31.4

33.3

15.5

7.4

1.2

10.2

44.6

49.0

6.5

1.4

0 10 20 30 40 50

家族の介護

病気についての理解

介護者への支援

施設の整備

専門医の確保

地域住民の協力

通いの場

ボランティアの養成

その他

無回答

(%)

今回調査(n=1,093)

前回調査(n=1,299)


